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〈千 歳 川 放 水 路 問 題〉

予測される漁業への影響

三上 稔

平成4年8月9～10日 に、台風10号 崩れの低気

圧が胆振東部地方に集中豪雨をもたらし、これに

ともない、各河川が洪水に遭遇 しました。その結

果、厚真川、入鹿別川、鵡川、沙流川の氾濫泥流

が、海の 「べた凪」と 「払い潮(沖 に出る潮)」

と相侯って、沿岸 より5～10Km沖 合のホタテガ

イ造成漁場に直接流れ込み、漁場全体にわたる浮

泥と積泥よって、ホタテガイが驚死するという事

故が発生いたしました。被害総額は道庁機関で調

査 しておりますが、8月24日 の調査では、約5000

㌧ 、12億5千 万円と発表いた してお ります。 さ

らに、10月14日 の継続調査の結果として、ホタテ

ガイが積泥等の弊害を受け、貝柱が痩せて今年度

の漁獲操業は不可能と発表いたしました。この間

においても、どんどん驚死が進んでいるとのこと

であり、被害は現在も進行中であります。

また、この低気圧による氾濫は、山の木を大量

に海に押 し出しました。漁業者が8月10日 早朝に

出漁 したときには、沖合一面に流木が確認され、

遠い場所では、沿岸から30㎞ に達 していたとい

うことであります。 この流木は最終的には、数日

後に噴火湾まで流れていきましたが、幸いに、お

盆休業とサケ定置網漁業の開始前で、漁具が海に

施設されておらず、漁具被害の発生は免れました。

当地域外の漁船においては、流木による被害が1
～2件 発生 したとのことであります。 したがって、

漁業に対する流木被害は最小限度で終わったとの

ことでありますが、沿岸における後始末にはいろ

いろと問題があるようで、まだまだ実施されてお

らず放置されたままであります。

実は、以上もうしあげた被害 と千歳川放水路計

画は、重要な関係があるのです。当初開発局は、

苫小牧市議会議員等の勉強会や、漁民代表者会議

の席上 「漁業に対する影響は少ない」 との説明を
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して 、千 歳 川 放 水 路計 画 を進 め よ う と した経 緯 が

あ りま した。 その後 、漁 民 の強 い反 発 と要求 にあ っ

て 、 具体 的 調 査 を開 始 す る こと と な り、現 在 も続

行 中 の よ うで あ ります が 、私 は漁 民 サイ ドの立 場

か ら、 千歳 川 放 水 路 に と もな う漁 業 へ の影 響 に つ

いて 、 開 発 局 の調 査 デー タ と、 この度 の 台 風崩 れ

の低 気 圧 の 被害 実 態 を用 い て 、皆 様 の理 解 を得 る

ため 、主 な ものだ けで も述 べ る こと と致 しま した 。

私 が こ こで 述 べ る懸 濁 物(ss)お よび 低塩 分 化

に よ る影 響 につ いて は 、 洪 水 流量1,000t/sを10時

間放 流 した との前 提 に な って い る こ とを含 んで 下

さい。 この時 の 懸濁 物 お よ び低塩 分化 の表 層 拡 散

海 域 は 、28～29㎞ に 達 す る とい う こ とで あ り ま

す(図1～3)。 当 時 開 発 局 は 、5～6Km程 度

の 拡散 で あ る と発 表 した の で あ ります 。 この こ と

を、 この度 の低 気 圧 に よ る被 害 状 況 と比較 して み

て 下 さい 。 流 木 は 沿 岸 か ら一 夜 に して 、30Kmに

達 して お り ま した し、 泥 流氾 濫 の ホ タテ ガ イ の被

害 状 況 か ら も、 この こ とは 明確 に納 得 で き る こと

で し ょ う。

まず 、29㎞ 拡 散 す る懸 濁 物 の 影 響 か ら説 明 い

た します と、 カ レイ、 ス ケ トウ ダ ラ、 サ ケ等 は 、

懸濁 物 に遭 遇 した場 合 、 回 避行 動 を と ります 。 し

か も、 こ の懸 濁物 は 、時 化 等 で再 懸 濁 化 す るわ け

で す か ら、一 度 懸濁 物 で汚 染 され た海 域 や 漁 場 に

は 魚群 が寄 り付 か な くな るわけ で す。 そ の証 拠 と

して 、胆 振 太 平 洋 海域 で毎 年 大 漁 す るサ ケ定 置 網

漁 業 の苫 小 牧 漁 場5ケ 統 は 、今 年8月 の 台風 崩 れ

の 低 気圧 洪 水 で 出た 浮 泥 お よび積 泥 の 「時化 毎 に

起 き る再 懸濁 物 」 で 、 同 じ管 内 の他 地 域 の定 置 網

漁 業 と比較 して 、今 年9～11月 まで の 漁 期 を大 不

漁 で 終 了 い た しま した。 また 、 日高 、 胆 振 の カ レ

イ類 の産 卵 場 を抱 え る、 放 水 路 出 口の勇 払 漁場 に

は 、魚 が寄 り付 か な くな るば か りで な く、産卵 場
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図1胆 振海区漁場図 ・懸濁物質拡散(表 層)
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図2最 大 拡散 時 の懸濁 物質 の濃 度 分布(mg/尼)(表 層)
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図3最 大拡散時の塩分分布(%)(表 層)

と して の 漁場 が崩 壊 す る とい う ことで あ り ます。

特 に貝 類 の稚 貝 、成 貝 につ い て は、 懸 濁物 の影 響

が重 大 との説 で あ ります が 、 この度 の低 気圧 洪 水

に よ るホ タテ ガ イの被 害 で、 正 に立証 され ま した 。

さ らに、 この度 の洪 水 時 の状 態 が現 状 と変 化 し

て い た ら、 ど うな って いた で し ょ うか。 仮 に海 の

状 況 が、 「大時化 」 で沿岸寄 りへの 「突 っ込 み潮」

だ っ た ら、 ど うだ った で しょ う。 沿 岸 一体 が 、積

泥 と浮 泥 で 被害 を受 げて い た こと は間 違 い な く、

そ の中 で も、 ホ ッキ ガ イが 大被 害 を受 け た もの と

思 われ ます 。被 害 の原 因 は 、 ホ タテ ガ イ同様 、積

泥 、浮 泥 に よ る窒 息 死 は 勿論 で あ る が、 さ らに現

在 被 害 が進 行 中 の ホ タテ ガイ 同様 、懸 濁 物 に よ る

驚 死 の被 害 も続 発 して いた で あ りま し ょう。 そ こ

で今 な お続 い て い る被 害 の メカ ニ ズ ム につ い て説

明 い た します。

ホ ッキ ガイ 等 は 、餌 の区 別 が つ か な いた め 、懸

濁 物 を体 内 に取 り込 んで しま うの です が、 不必 要

な もの を疑 糞 と して排 出 しな け れ ば な りませ ん。

この時 に大 きな エ ネル ギー を 必 要 とす るの で す。

懸濁 物 のた め餌 の取 り込 み も少 な く、勿 論 エネ ル

ギ ー と な る消 化量 も少 ない 。 い うな れば 、 取 るエ

ネ ル ギ ーが 少 な く大 きな エネ ル ギ ー を必 要 とす る

わ け です か ら、 身 が痩 せ て 元 気 が な く、 温 度 な り

低 塩 分 化 等 の ち ょ っと した 環境 の変 化 に耐 え る こ

とが で きず 、 死滅 す る と い うこ とで あ ります 。漁
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場 の崩 壊 に つ なが る問題 で あ ります が 、今 年8月

に受 け た豪 雨 泥 流 被 害 の ホ タ テ ガ イが 、 い ま なお

貝柱 が痩 せ艶 死 が 続 き操 業 の 目途 さえ つ か ない の

は この た め で あ り、 大変 な結 果 にな って い るわ け

で あ ります が、 次 に 、 こ こで懸 濁 物 の量 に つ いて

触 れ て み た い と思 い ます。

千 歳 川放 水路 計 画 で は、 ピー ク時 の2,000t/sの

放 流 時 の 水 質 は 、 懸 濁 物1.198mg/君(こ の と きの

CODは31.7mg/君 で あ る)と 発 表 して お ります 。

これ が海 に100%吐 き出 さ れ る こと に な る と、1

秒 間 に2.4㌧ の 懸 濁 物 が 出 るわ け で す 。 仮 に、 こ

の 状 態 で 一 時 間 続 い た と して も、8,640㌧ の 懸 濁

物 が 、放 水 路 か ら海 に 出 るわ けで す 。 これ が、 時

化 の た び に再 懸 濁 します。 赤 潮 の 発 生 も勿 論 漁 民

の大 敵 で あ ります が、懸 濁 物 に よ る漁 場 の崩 壊 は 、

そ れ 以 上 に漁 民 の 大 敵 とな ります 。 い うなれ ば 、

一 度 出 た懸 濁 物 は、 時 化 の都 度 再 懸 濁 し、長 期 間

にわ た り魚介 類 や 漁 場 、漁 業 に悪 影 響 を与 え な が

ら、 最終 的 に はパ ッチ状 とな り、 沖 へ沖 へ と時 化

の都 度 展 開 して い くの で あ ります 。

話 を変 え て 、 こ こで 赤潮 に つ いて 触 れ て お きま

す 。 千 歳 川放 水 路 の 周 辺 は 田畑 や ゴル フ場 の開 発

地 帯 で あ り ます。 洪 水 時 に は懸 濁 物 が 流 れ で る こ

と を説 明 い た しま した が 、実 は、 この 懸濁 物 の 中

に、 肥 料 で あ る リソや チ ッソ等 も含 まれ て お り、

これ ら と水温 、塩 分 、CODと 相 侯 って赤 潮 が発
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生 す る と考 え られ て お ります。 千 歳 川 放 水路 出 口

海 域 にお い て も6月 中 旬 ～10月 中旬 にか け て 、水

温 が15℃ 以上 で無 風 、 晴 天 が4～5日 間続 け ば、

赤 潮 の 発 生す る可 能 性 大 とい うこ とで あ ります 。

この ことは、 千歳 川 放水 路 内 の平 水時 にお いて も、

内部 生産 の影響 で 、 これ に近 い アオ コ(赤 潮 以外)

現 象 も予 想 され る と して い ます 。

次 に 、28Kmに 拡 散 す る低 塩 分 化 の 影 響 に つ い

て説 明 い た します。 勇 払 漁 場 で産 卵 す る カ レイ 類

の 、 ほ と ん どの受 精 卵 は浮遊 卵 で あ り、28パ ー ミ

ル(普 通 の海 水塩 分 濃 度 は32～33パ ー ミル)以 下

の塩 分 濃 度 で は育 た な い とい う ことで あ ります。

洪 水 が この産 卵 期 に発 生 した場 合 は、 放 水 路 出 口

中心 に 半 径28㎞ に お よぶ 海 域 内 で 、 カ レイ の 受

精 卵 が 死滅 して しま うとい う こと にな ります 。 さ

ら に、 ホ ッキ ガ イ につ い て も同様 の こ とが い え ま

す 。 ホ ッキ ガ イ も浮遊 卵 で あ ります が 、23.5パ ー

ミル 以下 で は成 育 しな い と い うこ とで あ ります 。

洪 水 で千 歳 川 放 水路 が活 用 され た場 合 と産 卵 期 が

一一致 した場 合
、 放 水 路 出 口 中 心 に、 半 径18Km以

内 の受 精 卵 は全 滅 す る こ とに な ります 。 稚 貝 、幼

貝、 成 貝 に お い て は、 水 温 、懸 濁 物 、CODの 条

件 に よ って は 、重 大 な影 響 を受 け る こ とは前 述 の

通 りで あ ります か ら、 低塩 分 が悪 条 件 と して加 わ

る こ とに よる、 これ らに対 す る被 害 に つ い て の発

生 は 、説 明す る まで も ござ い ませ ん。

この ほ か、 千 歳 川放 水 路 につ い て は 、今 年 度 の

台風 崩 れ の 低 気圧 被 害 の状 況 の よ うな、 流 木 等 に

よ る漁 貝 被 害 の 問題 や 、 漁 獲効 率 の低 下 の 問題 、

ベニサケの問題や北海道全体に関係するシロサケ

および稚魚の問題がありますが、日本海漁民の立

場で説明する漁民サイ ドの方もいると思いますの

で省略いたします。

いままでここに、太平洋側の主な影響について

述べた次第でありますが、最近の河川改修は 「自

然を保護 しない無秩:序な開発」により、自然に保

水力がなくなった結果の対応だとするならば、自

然を明治時代に戻す点から再検討 してはいかがで

しょうか。今年度8月9～10日 の台風崩れの低気

圧被害も、正に自然破壊のためのつけであるとと

もに、漁民無視の河川改修が大きな原因であった

ことを、関係者は自覚してほ しいものであります。

千歳川放水路についてもまった く同様のことと思

いますが、千歳川放水路の場合は、放流頻度の関

係から漁業に対する影響は最悪になるものと思 う

が、まだまだ調査 しなければならない点は多々あ

ります。 しか し、調査が進めば進むほど、その悪

影響の甚大さが明白になると思うので、洪水対策

は石狩川水系で実施されることが賢明であろうと

主張するのは、千歳川放水路に関連する太平洋関

係組合沿岸漁民だげで しょうか。開発局は自然環

境を守る重大な責任もあるわけでありますから、

沿岸漁民を守る意味においても、千歳川放水路計

画の白紙撤回を要求いたします。

参考資料 平成2年 度 ・千歳川放水路漁業影響考

察報告書(平 成3年3月)
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